
 
 

令和 7 年度 東京都内湾水生生物調査 6 月鳥類調査 速報 
 

 

●実施状況 

令和 7 年 6 月 27 日に鳥類調査を実施した。調査当日は中潮で、干潮が 12:18（3cm）、満潮は 05:06

（198cm）であった（気象庁のデータ）。各地点の概況を下表に示す。 

 

 葛西人工渚(東なぎさ) 森ヶ崎の鼻 お台場海浜公園 

調査時刻 8:31-9:52 10:56-12:06 12:30-13:37 

調査時間(分) 81 70 67 

天候 晴 晴 晴 

気温(℃) 28.9 31.1 30.5 

風向 南東 南南東 南東 

風速（m/sec） 0.9 2.1 4.0 

備考 調査開始時から徐々に

干潟が広がる。沖合に船

が 1 隻入って貝掘り。 

最干潮前から干潟は広く

干出していた。 

公園側で浚渫工事が行わ

れていた。 

  

●主な出現種等 

 葛西人工渚(東なぎさ) 

※沖合含む 

森ヶ崎の鼻 お台場海浜公園 

数が多かった

鳥類上位 3 種 

カワウ(1570 羽) カワウ(99 羽) カワウ(2081 羽) 

ウミネコ(208 羽) アオサギ(32 羽) アオサギ(22 羽) 

コサギ (29 羽) ウミネコ、コサギ(9 羽) トビ (7 羽) 

備考 ・コチドリ、ホウロクシ

ギ、オオセグロカモメ、

コアジサシ等、重要種

として 9 種を確認。 

・シギ・チドリ類は 3 種を

確認。ホウロクシギと

コ チ ド リ が 干 潟 で 採

餌、イソシギが護岸で

休息。 

・干潟でカワウとウミネ

コの群れが休息、サギ

類は主に採餌。 

・コアジサシが海上を飛

翔。 

・トビ 1 羽が干潟に降り

て採餌。 

・沖合ではカワウの飛

翔を確認したのみ。 

・コアジサシ、ササゴイ、

チュウサギ等、重要種と

して 7 種を確認。 

・シギ・チドリ類はコチドリ

1 種を確認。干潟で採餌

していた。 

・干潟でカワウの群れと

ウミネコ、カルガモが休

息。サギ類のうちコサギ

とダイサギは採餌、アオ

サギは休息する個体が

多かった。 

・ササゴイがパイプの奥

に入って採餌。 

・コアジサシは 1 羽が上

空を飛翔。森ケ崎水再

生センター屋上では 6

月 28 日に成鳥 5 羽の

飛翔が確認されている

が、営巣数は 0 である。 

・イソシギ、ダイサギ、コサ

ギ等、重要種として 5 種を

確認。 

・第六台場と鳥の島でカワ

ウが営巣中。巣数は第六

台場 15 巣、鳥の島 0 巣。

第六台場で雛の鳴き声が

聞かれたが、姿は確認で

きなかった。営巣地や岩礁

で幼鳥を確認。個体数は

合計 2081 羽。 

・サギ類はアオサギとダイ

サギ、コサギの 3 種を確認

したが、繁殖は見られなか

った。 

・シギ・チドリ類は 2 種を確

認。鳥の島でコチドリが休

息、イソシギが採餌。 

・トビ 7 羽が上空を飛翔。 



 
 

●出現種と個体数 

 

  
範
囲
内
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鳥
の
島

公
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側

合計

1 カモ カモ カルガモ 15 15 5 1 2 3
2 チドリ チドリ コチドリ 1 1 1 1 1 CR
3 シギ ホウロクシギ 1 1 国際 VU CR
4 イソシギ 3 3 2 2 VU
5 カモメ ユリカモメ 1 1
6 ウミネコ 208 208 9 留
7 オオセグロカモメ 2 2 NT
8 コアジサシ 2 2 1 VU EN
9 カツオドリ ウ カワウ 1545 25 1570 99 1304 771 6 2081

10 ペリカン サギ ササゴイ 1 CR
11 アオサギ 10 10 32 8 14 22
12 ダイサギ 15 15 2 4 4 NT
13 チュウサギ 1 NT NT
14 コサギ 29 29 9 1 2 3 VU
15 タカ タカ トビ 1 1 6 1 7 NT
16 スズメ セキレイ ハクセキレイ 1 1 1

14 種 1 種 14 種 11 種 5 種 5 種 4 種 8 種 0 種 1 種 4 種 10 種

※種の分類・配列は「日本鳥類目録 改訂第8版」(日本鳥学会,2024)に従った。
　*1　文化財保護法：特天=特別天然記念物
　*2　種の保存法：国際=国際希少野生動植物種、国内=国内希少野生動植物種
　*3　環境省レッドリスト2020：CR=絶滅危惧IA類、EN=絶滅危惧ⅠB類、VU=絶滅危惧Ⅱ類、NT=準絶滅危惧、DD=情報不足
　*4　東京都レッドデータブック2023(区部)2023年版：CR=絶滅危惧IA類、EN=絶滅危惧ⅠB類、VU=絶滅危惧Ⅱ類、NT=準絶滅危惧、DD=情報不足、留=留意種

 計6目8科16種

№ 種名科目

6月
葛西人工渚(東なぎさ)

森ヶ崎の鼻

お台場海浜公園

文化財
保護法

種の*1

保存法
環境省*2

RL2020

東京都*3

RDB2023
(区部)

重要種 選定基準
令和7年



 
 

＜葛西人工渚(東なぎさ)＞ 

○調査地点の状況 

調査開始時に干潟はまだ狭く、徐々に干出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（シギ・チドリ類） 

干潟で採餌するホウロクシギ 1 羽とコチドリ 1 羽、護岸

で休息するイソシギ 3 羽が確認された。ホウロクシギは

種の保存法で国際希少野生動植物種、環境省レッドリ

ストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）、東京都レッドデータブックで

絶滅危惧 IA 類（CR）に指定されている。 

 

〇出現種（カモメ類） 

干潟で休息するユリカモメ 1 羽、ウミネコ 208 羽、オオセグロカモメ 2 羽が確認された。ウミネコは東京都レ

ッドデータブックで留意種に、オオセグロカモメは環境省レッドリストで準絶滅危惧（NT）に指定されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇干潟利用状況 

干潟でカワウ 1545 羽の群れとウミネコが休息していた。サギ類はアオサギ、ダイサギ、コサギの 3 種が確

認され、主に汀線付近で採餌、休息していた。 

西側の地点より北西方向を見る 

ホウロクシギ 

ユリカモメ ウミネコ 

〇出現種（コアジサシ） 

海上を飛翔する2羽が確認され

た。本種は環境省レッドリストで

絶滅危惧Ⅱ類（VU）、東京都レ

ッドデータブックで絶滅危惧ⅠB

類（EN）に指定されている。 

〇出現種（トビ） 

干潟に降りて採餌する 1

羽が確認された。本種は

東京都レッドデータブック

で準絶滅危惧（NT）に指

定されている。 

カワウの群れ 

イソシギ コチドリ 

オオセグロカモメ 

ダイサギ 

コサギ 



 
 

＜森ヶ崎の鼻＞ 

〇調査地点の状況 

干潟が広く干出していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（コアジサシ） 

コアジサシは上空を飛翔する 1 羽が確認された。6 月 9 日に行われた稚魚調査の際にも 8 羽が確認されて

いる。NPO 法人リトルターン・プロジェクトによれば、森ヶ崎水再生センター屋上におけるコアジサシの営巣

は 5 月 20 日から始まっているが、6 月 28 日の調査では成鳥 5 羽のみで巣の数は 0 であった。 

https://littletern.hatenablog.com/entry/2025/06/28/232345 

 

〇出現種（サギ類） 

パイプの奥に入って採餌するササゴイ、干潟で採餌するダイサギとコサギ、休息するチュウサギ、採餌と休

息のどちらも行うアオサギが確認された。東京都レッドデータブックでササゴイは絶滅危惧 IA 類（CR）、ダイ

サギとチュウサギは準絶滅危惧（NT）、コサギは絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されているほか、チュウサギは

環境省レッドリストでも準絶滅危惧（NT）に指定されている。 
 

 

 

 

 

 

〇出現種（コチドリ） 

シギ・チドリ類はコチドリ1羽のみで、干潟と護岸で採餌するのが確認された。

本種は東京都レッドデータブックで絶滅危惧 IA 類（CR）に指定されている。 

 

〇干潟利用状況 

カワウ 99 羽の群れと、少数のカルガモ、ウミネコ、アオサギが干潟で休息していた。 

 

 

 

 

カルガモ 干潟で休息するカワウの群れ アオサギ 

杭の上で休息する 

ウミネコ カワウの群れ 

ササゴイ アオサギ ダイサギ チュウサギ コサギ 

https://littletern.hatenablog.com/entry/2025/06/28/232345


 
 

＜お台場海浜公園＞ 

〇調査地点の状況 

第六台場・鳥の島ではカワウの営巣が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（カワウ） 

カワウは 2081 羽が確認された。営巣数は 5 月より減少して、第六台場で 15 巣、鳥の島では 0 巣、合計 15

巣であった。第六台場では雛の鳴き声が聞かれたが、巣内の雛の姿を直接確認することはできなかった。

第六台場の護岸や樹林、鳥の島には、巣立った幼鳥が多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（サギ類） 

アオサギ、ダイサギ、コサギ

の 3 種が確認された。樹林

に降りている個体もいたが、

営巣は確認されなかった。 

第六台場のカワウ カワウの幼鳥 

アオサギ ダイサギ コサギ 

〇出現種（シギ・チドリ類） 

鳥の島の護岸で休息するコチドリ 1 羽と、採

餌するイソシギ 2 羽が確認された。イソシギ

は東京都レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ

類（VU）に指定されている。 
コチドリ 

〇出現種（カルガモ） 

鳥の島とお台場海浜公

園で休息するカルガモ

3 羽が確認された。 
第六台場の林内に降りたトビ スズガモ 

鳥の島の樹上にとまる成鳥 

イソシギ 

〇出現種（トビ） 

第六台場周辺で 6 羽、

お台場海浜公園で 1 羽

の飛翔を確認した。 



 
 

＜その他＞ 

砂町運河では構造物やその周辺でウミネコの成鳥 32 羽と雛 4 羽が確認された。雛は 1 羽ずつ別の場所に

いたので、4 つがいが営巣中と推定された。他に抱卵中や抱雛中の個体は見られなかった。このほか、京

葉線の高架にとまるカワウ 283 羽が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トピックス＞ 

- ダイサギとチュウサギ- 

森ヶ崎の鼻で確認されたチュウサギは、ダイサギとよく似ているため識別には注意が必要である。ダイサギ

に比べると、チュウサギは体がひとまわり小さい、嘴や首、脚が短い、口角の位置が目の後ろを越えない等

の違いがある。口角は近くで見なければ確認が難しいため、嘴の長さや体の大きさに注目すると分かりや

すい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口角の位置（矢印）と嘴の違い                   全身の比較 

 

参考文献 

桐原政志・山形則男・吉野俊幸，2009．日本の鳥 550 水辺の鳥 増補改訂版．文一総合出版． 

真木広造・大西敏一・五百澤日丸，2014．日本の野鳥 650．平凡社． 

ウミネコの営巣地 

大きく育ったウミネコ幼鳥（矢印） ウミネコの雛（矢印） 

チュウサギ 

ダイサギ 

チュウサギ ダイサギ 


